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る一般競争入札公告



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
吉
野
川
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
か

ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路

線

名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

阿
波
市
阿
波
町
庚
申
原
九
六
番

七
地
先
か
ら

旧

八
・
五
～
一
三
・
二

二
一
七
・
一

２

同

大
原
一
一
六
番

鳴
門
池
田

１

三
地
先
ま
で

同

新

一
三
・
二
～
一
六
・
四

二
一
七
・
一



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路

線

名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
新

田
五
一
番
七
地
先
か
ら

４

同

字
東

旧

一
四
・
七
～
二
五
・
七

九
○
・
九

松
茂
吉
野

１

勝
地
二
一
○
番
一
地
先
ま

で同

新

一
四
・
七
～
二
五
・
七

九
○
・
九



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路

線

名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字

新
田
五
一
番
七
地
先
か

４

ら

松
茂
吉
野

九
○
・
九

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

１

同

字

東
勝
地
二
一
○
番
一
地

先
ま
で



公

告

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

理
事
長

武

田

吉

弘

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

業
務
名

構
内
電
話
交
換
設
備
更
新
及
び
保
守
業
務

２

業
務
の
内
容
等

仕
様
書
等
に
よ
る
。

３

履
行
期
限

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
（
水
曜
日
）

４

履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

５

入
札
方
法

一
般
競
争
入
札

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
会
計
規
程
実
施
規
程
（
以
下
「
会
計
規
程
実
施
規
程
」
と

い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
徳
島
県
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
、

又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
資
格
審
査
を
受
け
て
参
加
が
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と

２

会
計
規
程
実
施
規
程
第
八
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

３

入
札
し
よ
う
と
す
る
調
達
物
品
等
の
仕
様
及
び
工
事
業
務
等
に
必
要
な
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類

並
び
に
保
守
業
務
に
関
す
る
必
要
書
類
（
詳
細
は
仕
様
書
等
に
よ
る
。
）
を
五
の
２
に
示
す
受
領
期

限
ま
で
に
提
出
場
所
に
提
出
し
、
審
査
の
結
果
「
適
合
」
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
書
説
明
書
等
に
関
す
る
事
項

１

交
付
場
所

郵
便
番
号

七
七
二
―
八
五
〇
三

所
在
地

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
十
二
番

所
属
名

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
課

電
話
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
〇
〇
一
一
（
内
線
一
八
〇
〇
）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
一
八
六
一

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E-m
ail:shishetsu@

naruto-hsp.jp

２

交
付
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
（
水
曜
日
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
）
の
土
日

及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
国
民
の
祝

日
を
除
く
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

四

入
札
に
係
る
質
疑



１

質
疑
の
問
合
せ
先

所
在
地

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
十
二
番

所
属
名

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
課

電
話
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
〇
〇
一
一
（
内
線
一
八
〇
〇
）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
一
八
六
一

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E-m
ail:shishetsu@

naruto-hsp.jp

様
式
は
法
人
の
準
備
し
た
も
の
。

２

受
付
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
（
水
曜
日
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
）
の
土
日

及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

五

入
札
に
参
加
す
る
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
等

１

入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
（
以
下
「
確
認
資
料
」
と
い
う
。
）
の
提
出

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
二
の
１
及
び
３
に
該
当
す
る
資
格
を
証
明
す
る
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
。

２

確
認
資
料
の
受
領
期
限
、
提
出
場
所
及
び
方
法

㈠

受
領
期
限

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
）
午
後
四
時
必
着

㈡

提
出
先

三
の
１
に
示
し
た
場
所

㈢

提
出
方
法

持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

）

六

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時

㈡

場
所
所
在
地

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
十
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

三
階
会
議
室

２

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
八
に
相
当
す
る

金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
を
切
り
捨
て

た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
八
分
の
百
に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

３

契
約
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

４

入
札
保
証
金

免
除

５

契
約
保
証
金

会
計
規
程
実
施
規
程
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
計
規
程
実



施
規
程
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は

一
部
を
免
除
と
す
る
。

６

入
札
の
無
効

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
入
札
は
無
効
と
す
る
。

㈠

入
札
者
が
同
一
事
項
に
対
し
、
二
以
上
の
入
札
を
し
た
と
き
。

㈡

入
札
者
が
他
人
の
代
理
人
を
し
、
又
は
代
理
人
が
他
人
の
代
理
を
兼
ね
た
と
き
。

㈢

入
札
保
証
金
を
免
除
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

㈣

入
札
に
関
し
談
合
等
の
不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
き
。

㈤

入
札
書
に
記
名
押
印
が
な
い
と
き
。

㈥

入
札
書
の
記
載
事
項
の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
。

㈦

入
札
参
加
資
格
を
有
し
な
い
者
が
入
札
を
し
た
と
き
。

㈧

そ
の
他
契
約
責
任
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
に
違
反
し
た
と
き
。

７

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
予
定
価
格
の
制
限
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示
し
た
者
を
落
札
者

と
す
る
。

８

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

９

そ
の
他

詳
細
は
入
札
説
明
書
等
に
よ
る
。


